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世界遺産に推薦しているル・コルビュジエ作品① 

1931 年、フランス、パリ近郊のポワッシーに建設された 

住宅であり、近代建築住宅の最高傑作と呼ばれている。 

設計の依頼主は、行政官であったサヴォア夫妻であり、 

週末住宅（別荘）としてその設計をル・コルビュジエに 

依頼したものです。 

ピロティによって持ち上げられた「白い箱型」の住宅は、 

空中に浮かぶ立方体として新たな建築美を創造し、また 

ル・コルビュジエが提唱した「近代建築の５原則」（ピロティ、屋上庭園、自由な平面、水

平連続窓、自由なファザード）を具現化したもので、ル・コルビュジエの「白の時代」の要

素を集約した作品となっている。 

実際に別荘として活用された期間は短く、その後、家畜用の納屋となり、第二次大戦中に

はナチスの宿泊施設として用いられた。戦後、廃墟となり取り壊しも検討されたが、フラン

ス政府が買い取り、歴史的文化財として指定し、改修を施された。現在、建物は、ル・コル

ビュジエ財団によって保存管理をされている。 

サヴォワ邸（Villa Savoye） 

国立西洋美術館で開催中の「フランク・ブラングィン展」へ行ってきました！ 

 

国立西洋美術館に収蔵される松方コレクション。20 世紀初頭、松方幸次郎に美術品の

蒐集を指南したのが画家フランク・ブラングィンです。 

今回の展覧会では、絵画（水彩、油彩、エッチング、木版など）のみならず、家具、カー

ペット、陶器のデザインなど約１２０点の作品が展示されています。多分野にわたり、創作

意欲旺盛であったブラングィンの芸術作品を鑑賞することができます。  

期間中、記念講演会も予定されています。詳しくは、国立西洋 

美術館ホームページをご参照ください。ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｍｗａ．ｇｏ．ｊｐ 

是非、国立西洋美術館へお立ち寄りください！！ 

  期間：２月２３日（火）～５月３０日（日） 

国立西洋美術館を世界遺産に！！ 

「ル・コルビュジエの建築と都市計画」 
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○c国立西洋美術館 

レポート（Ｒｅｐｏｒｔ） 

フランク・ブラングィン展 Exhibition of Frank Brangwyn 
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ル・コルビュジエに師事した日本人弟子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ル・コルビュジエに師事した最初の日本人建築家。1928

年（昭和 3年）、東京帝国大学工学部建築学科卒業後、パリ

へ行きル・コルビュジエのアトリエに入所。入門期間は2年と

して許可された。アトリエ滞在期間中には、セントソロユー

ス、サヴォア邸、スイス学生会館などのプロジェクトやムネン

ダネウム世界美術館計画に関与したほか、国際建築会議

CIAM にコルビュジエの代理として出席する機会を得た。帰

国後、ル・コルビュジエの影響を意識しながらも、「テクニカ

ル・アプローチ」という独自の範を示し、日本の近代建築の

発展に大きく貢献した。上野公園内にある国立西洋美術

館、東京文化会館、東京都美術館の 3 つの施設を設計し

た。この他にも神奈川県立図書館・音楽堂、埼玉県立博物

館、紀伊国屋書店新宿店などがある。 

1927年（昭和2年）東京帝国大学文学部美学美術史学科

卒業後、 1929年（昭和4年）渡仏し、パリ大学で建築を学ん

だのち、1931年、帰国した前川と入れ替わるように、ル・コル

ビュジエのアトリエに入所した。その後、5 年間アトリエに滞

在し、その間、ソヴィエト・パレス、輝ける住宅などに携わる。

帰国後、再渡仏し、1937 年パリ万国博覧会の日本館パビリ

オンの設計を担当し、博覧会の建築競技審査でグランプリ

を受賞した。代表的な作品として、神奈川県立近代美術館

（1951 年）、国際文化会館、新宿駅西口広場（1966 年）など

がある。 

1941年（昭和16年）、早稲田大学理工学部建築学科を

卒業後、同大学大学院へ進んだ後、助手、助教授を歴

任。1950 年（25 年）フランス政府給付留学生として渡仏

し、ル・コルビュジエのアトリエに入所。アトリエ滞在期間

中、マルセイユのユニテ・ダビダシオン、ロンシャンの礼拝

堂、チャンディガールの都市計画などに携わる。帰国後、

ヴェネチア・ビエンナーレ「日本館」（1956 年）、アテネ・フラ

ンセ（1962 年）、大学セミナー・ハウス（1965 年）などを設

計。また、ル・コルビュジエの著作（「ル・コルビュジエ全作

品集」全 8 巻、「建築をめざして」、「モデュロール」など）の

日本語版の翻訳に大きな功績を残した。 

 

吉 阪 隆 正 （よしざか たかまさ） 

 

坂 倉 準 三 （さかくら じゅんぞう） 

 

 

前 川 國 男（まえかわ くにお） 

 

 

大学セミナーハウス本館 

神奈川県立近代美術館 

東京文化会館 

ル・コルビュジエ 

http://100.yahoo.co.jp/detail/%E3%83%91%E3%83%AA%E5%A4%A7%E5%AD%A6/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%A5%E3%82%B8%E3%82%A8/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%A5%E3%82%B8%E3%82%A8/

